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１０月３日（日）の運動会に向けて、毎日、練習や
準備等を行っております。どの学年も新型コロナウイ

８月２７日（金）、６年生の子ども達は、スマート ルス感染対策を行いながら、心と力を合わせて頑張っ
フォンや携帯電話を安全に使うためのルールやマナー ています。競技の内容等につきましては、先日配布い
について学習しました。 たしました紫色のプログラムで確認をお願いします。
毎年、この安全教室は、市内の人権擁護委員の皆様 応援練習は、室内で全員を集めて教える場所がない

やＮＴＴドコモのインストラクターの方にご協力いた ため、６年生が分かれて他の学年の教室に出向き、応
だきながら実施しています。今回、インストラクター 援の時の振り付けなどを熱心に教えていました。
の方とは、オンラインで子ども達と会話をしながら、 今年度も、各団長に運動会に向けての意気込みを聞
映像等を活用して説明していただき、ルールやマナー きましたので、次に紹介いたします。
を守って使うことや相手への思いやりをもって使うこ
との大切さを学ぶことができました。更に、このこと 赤組団長《６年１組 吉田 洸毅 さん》
が、自分や自分の周りの人の人権を守ることに繋がる 赤組全員の「絶対勝つ」という気持ちがあれば、優
ということを理解することができました。 勝できると思うので、
安全教室後、子ども達は、「文字だけだと勘違いす 僕自身悔いのないよ

ることがあるから、相手を思いやり、気を付けて使う う、全身全霊で運動
ようにしよう。」「スマートフォンを使うときは、ル 会に取り組みたいと
ールやマナーを守って正しく使うようにしよう。」と、 思います。みんなで
感想を述べていました。 一致団結して優勝し、
最後に、人権擁護委員の皆様からは、「みんな仲良 最高の気分で運動会

くしてください。」「自分の命を大切にしてください。」 を終わりましょう。
「何か悩み事があるときは、先生や友達、家族に相談 赤組みんなで、力一
してください。」というメッセージとともに、相談窓 杯最後までがんばり
口を紹介してくださいました。この時の様子は、新聞 ましょう！ 赤組の応援練習の様子

に掲載していただきました。（裏面をご覧下さい）
黄組団長《６年２組 西依 志恩 さん》
今年は黄組の団長として責任を背負っているので、

黄組が一致団結し、
絶対優勝して記憶に
残るような運動会に
したいです。だから
みなさん、優勝に導
くので、ぼくについ
てきてください。そ

オンラインによる安全教室 人権擁護委員様による講話 して、みんなで最高
の運動会にして楽し
みたいです。

黄組の応援練習の様子

８月２７日（金）、教科「日本語」の学習で、立石 青組団長《６年３組 末安 鈴佳 さん》
町在住の渡邊孝保様、初美様ご夫妻を講師にお招きし 私は１年生から団長にとてもあこがれていました。
て、教科書に掲載されている『春望』（杜甫）につい 自分のブロックを優
て学習しました。漢詩や詩吟について説明していただ 勝へと引っ張ってい
いたり、子ども達が尺八に合わせて詩吟を詠ったりし く姿がとてもかっこ
ました。子ども達は、体験を通して、古くから日本に よくみえました。今
伝わる文化に触れることができたようです。 年、あこがれの団長

になれたからこそ、
全力で、青組を栄光
へと引っ張っていき
たいと思っています。

青組の応援練習の様子

新型コロナウイルス感染対策を行った上で、子ども
達、保護者の皆様、そして私たちにとっても思い出に

ご夫妻による詩吟のご披露 「日本語」教科書を使っての学習 残る運動会になるよう「チーム麓」で頑張りましょう。

スマートフォン・携帯電話

ルールとマナー 安全教室【６年】
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フ ッ トワーク

ネ ッ トワーク

詩吟教室 ～教科「日本語」～【５年】


